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う
ー
た
の
会

里
山
を
核
に
し
た
ふ
れ
あ
い
の
場
づ
く
り

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
里
山
の

再
生
を
目
指
し
て

　
「
う
ー
た
の
会
」が
活
動
し
て
い
る
の
は
、
大
分

県
大
分
市
横
尾
地
区
に
あ
る
里
山「
う
ー
た
の
里
」。

「
う
ー
た
」と
は
、「
大お
お
た田

の
地
名
が
な
ま
っ
た
呼
び
名

で
す
。

　

同
地
は
、
約
40
年
前
か
ら
離
農
な
ど
に
よ
り
水
田

が
休
耕
田
化
す
る
と
と
も
に
、
最
近
は
宅
地
化
が
進

み
、
里
山
の
環
境
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
会
で
は「
う
ー
た
の
水
は
豊
後
の
海
へ
そ
そ

ぐ
」を
合
い
言
葉
に
、「
う
ー
た
」の
里
山
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

活
動
の
ね
ら
い
は
、

　

○
自
然
体
験
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
の
知
・
徳
・
体

の
発
達

　

○
地
域
の
つ
な
が
り
の
促
進

　

○
森
林
機
能
再
生
に
よ
る
地
球
温
暖
化
防
止

　

○
生
物
多
様
性
保
全（
生
き
物
の
生
息
環
境
の
保
全
）

　
う
ー
た
の
会
は
、
平
成
23
年
か
ら
大
分
県
大
分
市
で
活
動
し
て
い
る
団
体
で
す
。
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
再
生
と
自
然
体
験
・
森
林
体
験
を
通
し
て
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
目
的
に
し
た「
う
ー
た
の
里

山
林
再
生
」を
基
盤
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

○
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
の
場
づ
く
り

　

○
全
世
代
の
学
び
の
場
づ
く
り

の
６
つ
で
す
。

　

毎
月
第
３
土
曜
日
に
行
わ
れ
る
定
例
活
動
で
は
、

地
域
の
人
た
ち
や
近
隣
の
中
学
生
、
県
内
の
森
林
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
企
業
な
ど
と
一
緒
に
環
境
整
備
活
動

を
行
い
、
里
山
を
核
に
地
域
や
世
代
を
超
え
た
ふ
れ

あ
い
の
場
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

里
山
林
の
保
全
と
再
生

　

う
ー
た
の
会
で
行
っ
て
い
る
里
山
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
活
動
の
柱
の
ひ
と
つ
は
、
里
山
林
の
環
境
整
備
で
す
。

会
で
は
、
竹
林
の
伐
採
や
草
刈
り
作
業
を
は
じ
め
、
ホ

タ
ル
が
育
つ
水
辺
や
沢
の
環
境
保
全
、
自
然
観
察
道
の

整
備
等
、
自
然
環
境
の
保
全
や
自
然
体
験
の
た
め
の
環

境
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
竹
林
の
整
備

　

里
山
周
辺
の
竹
林
の
伐
採
や
奥
地
の
草
刈
り
等
の
整

備
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
竹
の
伐
採
後
は
ク
ヌ
ギ
苗

協働で行われている「うーたの会」の活動の参加者

中学生による竹林の整備活動

ホタルの幼虫放流体験
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の
植
樹
を
行
い
、
里
山
環
境
の
再
生
に
努
め
て
い
ま
す
。

②
ホ
タ
ル
が
育
つ
水
辺
や
沢
の
環
境
保
全

　

沢
の
水
辺
環
境
の
整
備
を
行
い
、
小
学
生
に
よ
る
ホ

タ
ル
の
幼
虫
放
流
を
し
て
い
ま
す
。
夏
に
は
お
よ
そ
1
，

2
0
0
匹
の
ホ
タ
ル
が
飛
翔
し
、
多
く
の
人
が
鑑
賞
に

訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

③
自
然
観
察
道
の
整
備

　

里
山
内
に
自
然
観
察
道
を
設
置
し
、
里
山
の
奥
ま
で

自
然
観
察
が
で
き
る
よ
う
に
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

④
生
物
多
様
性
の
保
全

　

春
の
北
上
、
秋
の
南
下
を
繰
り
返
す「
渡
り
」を
す
る

チ
ョ
ウ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の
飛
来

を
誘
致
す
る
た
め
、
食
草
の
フ
ジ
バ
カ
マ
を
育
成
し
て

い
る
ほ
か
、
絶
滅
危
惧
種（
大
分
県
な
ど
選
定
）の
植
物

「
ハ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
」の
群
生
地
の
保
護
や
、
ビ
オ
ト
ー
プ

づ
く
り
等
の
生
息
環
境
の
保
全
を
行
っ
て
い
ま
す
。
フ

ジ
バ
カ
マ
畑
に
は
昨
年
初
め
て
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の
飛
来

が
確
認
さ
れ
、
ビ
オ
ト
ー
プ
に
は
、
夏
に
は
多
く
の
種

類
の
ト
ン
ボ
が
舞
い
、
産
卵
す
る
環
境
へ
の
再
生
が
進

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
絶
滅
危
惧
種（
環
境
省
な
ど
選
定
）

の
オ
オ
イ
タ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
生
息
に
向
け
た
試
み

を
し
て
い
ま
す
。

う
ー
た
子
ど
も
ワ
ー
ル
ド

づ
く
り
と
子
ど
も
た
ち
の
育
成

　

里
山
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
も
う
ひ
と
つ
の

柱
は
、
自
然
体
験
・
森
林
体
験
を
通
し
た
子
ど
も
の

健
全
育
成
で
す
。
会
で
は
、
う
ー
た
の
里
の
自
然
環

境
を
利
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

体
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
ふ
く
ろ
う
の
森
づ
く
り

　

小
学
生
た
ち
が
作
っ
た
ふ
く
ろ
う
の
土
器
を「
ふ
く

うーたの会

●会員数
　35人（平成25年10月現在）
●活動フィールド　　
　大分県大分市横尾大田「うーたの里」
●活動日
　奇数月の第3土曜日
●ホームページ
　http://genki365.net/gnko06/　
　mypage/index.php?gid=G0000205

ろ
う
の
森
」に
設
置
し
て
い
ま
す
。

②
縄
文
の
里
山
体
験

　

国
指
定
史
跡「
横
尾
貝
塚
遺
跡
」の
近
隣
と
い
う
立

地
を
活
か
し
て
、
縄
文
時
代
の
く
ら
し
を
再
現
す
る

様
々
な
実
験
と
子
ど
も
た
ち
の
縄
文
体
験
イ
ベ
ン
ト

を
首
都
大
学
東
京
と
大
分
市
文
化
財
課
と
協
力
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
縄
文
時
代
の
カ
ズ
ラ
カ
ゴ

の
復
元
に
成
功
し
ま
し
た
。

③
周
辺
住
民
・
中
高
生
の
活
動
参
加

　

活
動
に
は
、
周
辺
住
民
を
は
じ
め
、
近
隣
の
中
高

生
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
学
生
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
体
験
す
る
場
と
し
て
活
用
し
て
い
ま

す
。

広
が
り
、
深
ま
る
活
動

　

う
ー
た
の
会
で
は
、
発
足
か
ら
の
４
年
間
の
成
果

を
踏
ま
え
、
今
年
度
か
ら
新
た
に「
う
ー
た
新
3
か
年

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
う
ー
た
N
3
P
）」活
動
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

そ
の
主
な
テ
ー
マ
は
、
①
真
竹
林
の
大
規
模
な
整

備
、
②
子
ど
も
と
地
域
と
の
共
生
の
フ
ィ
ー
ル
ド
づ

く
り
、
③
自
然
体
験
と
環
境
教
育
の
充
実
と
定
着
で

す
。

　

こ
の
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
観
察
山
道「
う
ー
た

の
小
径
」の
整
備
、
社
会
人
と
小
中
高
大
学
生
の
世
代

間
交
流
を
通
し
た
環
境
教
育
を
目
的
と
し
た「
う
ー
た

自
然
塾
」の
設
立
、「
う
ー
た
生
き
物
・
植
物
図
鑑
」の

制
作
を
行
っ
て
い
く
ほ
か
、
縄
文
生
活
が
体
験
で
き

る
空
間
の
創
造
に
も
取
り
組
む
こ
と
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　

里
山
を
核
に
し
た
会
の
活
動
は
、
今
後
さ
ら
な
る

展
開
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

絶滅危惧種の植物「ハンゲショウ」孟
モウソウチク

宗竹林の整備

里山に飛来するアサギマダラ

自然観察のための遊歩木道

「うーたの里」のビオトープと生き物たち
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